
質問取り 答弁作成 答弁検討 答弁書 過去データの蓄積

Before
After

 内製「議会答弁検討システム」に、市議会の質問取り～答弁作成～答弁検討における
データを集約し全庁情報共有。業務効率化を推進し、自治体ビジネスに発展

事業の概要
〇 市議会の質問取り、答弁作成、答弁検討の一連の流れ全てにおいて、Word/Excelデータ・紙媒体による 作業を無くし、内製システムにデータ

を集約することで、全庁情報共有による答弁検討業務に移行した。

〇 「仕事の流れは変えずにやり方を変える」、「一部の部署からスタート」でスムーズに全庁に導入。

〇 「答べんりんく」という名前で商品化
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効
果

事務負担と業務時間
の削減

総務課：バックヤード業務（集約、印刷、丁合、差し替え等）の削減、各課とのデータ受け渡し作業が不要
各部局：紙の受け渡しで総務課へ足を運ぶ必要がなくなった、総務課とのデータ受け渡し作業が不要
市長答弁検討会：部局単位、議員単位に答弁を抽出しスムーズに検討

ペーパーレス化 市長との答弁検討会で年間約11,000枚削減、答弁書で年間約44,000枚削減（年間合計55,000枚）

ワード作成＆総務課に送付

職員 総務課

グループウエアで
全庁配布

係長 課長・部長

質問をシステムに入力

入力と同時に
全庁で閲覧可能

職員

ワード作成＆印刷して配布

答弁案をシステムに入力

入力と同時に
課長・部長限らず
全庁で閲覧可能

係長

答弁書を紙で提出

各部局

参集人数分
を複写印刷

総務課

答弁案をシステムに入力

〇会議直前まで
 入力可能

〇総務課の
 準備作業が不要

〇ペーパレスにて
 検討会を実施

係長

総務課

参集人数分を印刷 前日の夕方受取り

各部局

システムからPDF答弁集を
出力し、グループウエアで
出席者へ配布

紙やデータのやりとりが多く、過去データは
紙答弁集と市議会ホームページ議事録
から確認する必要あり

総務課各部局 市長

過去データをリアルタイムで確認可能
（類似質問も柔軟に検索可能）

総務課
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事業効果

コスト

 サービス提供事業者等 スケジュール

スケジュールの内訳

検討開始から導入までの期間 １年６か月

イニシャルコスト ※税抜 －円 ランニングコスト（1年あたり） ※税抜 －円
（内訳） －円 （内訳） －円
（備考） 内製したシステムであるため、費用負担無し （備考） 内製したシステムであるため、費用負担無し

サービス
提供事業者

－（職員による内製）

サービス名 －（職員による内製）

運用形態 個別開発製品をオンプレミス環境で運用

H30.6～８ 検討、初期開発
H30.9 一部機能リリース
H30.9～11 開発
H30.12 全機能リリース（２部局で運用開始）
R1.12 全部局へ展開完了

担当部署 メール電話 jouhou@mail.city.fukushima.fukushima.jp024-525-3709福島市政策調整部デジタル改革室情報企画課

○ ぺーバレス化により、55,000枚/年の紙資料を削減した。
○ 答弁検討準備にかかる時間を150時間削減した。
○ 全体を俯瞰し部局間の調整は答弁検討会で市長が行っていたが、答弁作成段階で他部局の答弁も閲覧できるよ

うになったことで答弁を各段階で作成者自身が調整を行うようになった。
○ システムで答弁作成、部局内調整を行うようになり、定量的な確認はできないが確実に検討会前の各部局での作

業も効率化とペーパレスが図られている。

その他
参画主体

株式会社ぎょうせい、株式会社エフコム（商品化）
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※主にシステム導入等
に係るコストを記載

人口：10万人以上
30万人未満議会のデジタル化



（福島市）

（総務省）

取組の経緯・きっかけ、概要を教えてください。

市長は常々職員に業務改革と意識改革を求めており、今回議会答弁をまとめる一連の業務に焦点を当てました。
特にバックヤードの職員にかかる負担を改善したいと考えました。

 一方、議会答弁に関連する民間ソフトウェアは見あたらず、自らの手で部局を超えて使えるデータベースシステム
を作ることで省力化を図り、併せてペーパーレス化したいと考えました。
そこで、Microsoft Accessをフレームに、VBA、ADO、SQLを使って開発しました。

システム作成や全庁的な取組にした工夫や職員の方の声を教えてください。

平成30年の開発当初より、アジャイル的に機能改善を繰り返しました。開発側、担当者も同じ職員という意見交
換しやすい環境の中で、細かな要望にも、僅かでも業務時間を短縮できるなら機能に組み込み「現場に即した仕様
で効率が良いもの」に成長していきました。
システム導入にあたり「今までの仕事の流れを変えるのか」との抵抗感を持つ職員もいるので、まずは庁内２つの部

だけで導入しました。その後、市長から「答弁検討会はシステムで行う」との号令があり、一気に拡大しました。
職員からは、「他の人が書く答弁をリアルタイムに参照できて便利」、「過去の類似データを検索、引用できて良い」、

「ワードに質問を入力してから書き始めるのではなく、質問を選んで入力という手順がラク」との声が寄せられています。

今後の展望を教えてください。

当システムは民間事業者で「答べんりんく」という名前で商品化されました。
現在200を超える自治体から問い合わせがあり、当市システムを流用することで、広く事務改善が低コストで図られ

ることを期待しています。
☆担当：福島市 政策調整部 デジタル改革室☆

【参考情報】  福島市人口：27.1万人（令和５年１月１日現在）
関連ＵＲＬ：福島市デジタル化の推進（https://www.city.fukushima.fukushima.jp/shise/kekaku/digital/index.html）
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内製 「議会答弁検討システム」 画面イメージ
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商品化された 「答べんりんく」 画面イメージ

人口：10万人以上
30万人未満議会のデジタル化




